
スポーツ少年団とは
青少年の健全育成のため、東京五輪（1964年）の２年前に創設されました。同学
年の子どもと同じ目標に向かって練習したり、学年の違う子どもとも触れ合った
りできます。

左から、山
やまぐち

口くるみさん、米
よねだ

田健
けんじ

治さん
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リーダー 椎
しいな

名　温
はるとし

俊さん

代表指導者 米
よねだ

田　健
けんじ

治さん

●チームの特徴は？
誰とでも楽しく踊れる。
●リーダーとして心掛けていることは？

全国大会で勝ち進み、より多くの人たちに
セレモニーに参加する喜びを伝えたい。
●目標は？

全国大会のフォーメーションで３位内

　音楽に合わせるなどの技術習得が自然に
できるように、未就学児の反応をみながら
12年間に渡り工夫したダンス指導を行っ
てきました。
　小学校低学年はコリオグラフィー（俗
称：足形）から教えるのではなく、足裏や
足指の使い方・足首と股関節の使い方・上
半身とアームの使い方へと多様な運動で体
の使い方を、時にはおふざけ運動を通して
自然に身につくように指導しています。個
人差がありますが、早い子は小学２年生か
ら言語指導を始めます。
問　米田　TEL.090-1614-5032

活動拠点▶友部公民館　多目的ホール
練習日時▶毎週木曜日午後４時30分～６時

●
団
の
Ｐ
Ｒ

未
就
学
児
は
親
子
参
加
で
、
音
楽
を
か
け
て
の

運
動
や
簡
単
な
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
安
全
を
重
視
し
、
活
動
時
間
帯
を
3

区
分
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
指
導

に
興
味
の
あ
る
高
校
生
以
上
の
大
人
の
方
も
歓

迎
し
ま
す
。

●
指
導
方
針
、
ま
た
は
モ
ッ
ト
ー

幼
児
期
に
、
運
動
遊
び
や
ダ
ン
ス
の
模
倣
に
よ

り
音
感
と
運
動
神
経
を
培
う
。

団
員
は
小
学
1
～
5
年
生
で
個
人
差
が
あ
り
ま

す
が
、
10
種
類
の
競
技
ダ
ン
ス
の
指
導
を
通
じ

て
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
必
要
と
な
る
、
自
己

研
鑽
・
仲
間
づ
く
り
・
指
導
力
の
育
成
を
目
的

と
し
た
コ
ー
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

●
目
標

全
国
大
会
で
カ
ッ
プ
ル
戦
並
び
に
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
で
決
勝
へ
進
出
す
る
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
。

将
来
指
導
者
と
な
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
。

●
競
技
の
魅
力

一
人
で
は
踊
れ
な
い
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
の
特
徴

を
活
か
し
た
多
彩
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ダ
ン
ス

笠間市ダンススポーツ　スポーツ少年団

練
習
方
法
を
通
し
て
豊
富
な
質
疑
指
導
が
で
き

る
の
で
、
文
武
両
道
と
人
材
育
成
を
図
る
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
最
適
で
す
。

ま
た
、
認
知
症
予
防
効
果
も
期
待
で
き
る
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

●
そ
の
他
の
活
動

土
曜
・
日
曜
に
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
で
の
練
習

に
参
加
で
き
ま
す
。

全
国
大
会
へ
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
少
年
団
と
の

合
同
で
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
戦
へ
出
場
し
ま
す
。

全国ジュニア大会フリーダンスフォーメーション
（内４名が笠間市少年団）東京・文武会館にて

全国ジュニア大会（小学３年生以下スタンダードの部）

都道府県対抗全国大会


